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且 はじめに  

東京をはじめとする大都市では高額な地価などの原因  

により，大庭の高層ビルがすでに建てられ．これからも  

増えていくことが充分予想される．しかし．非常に高い  

ビルにおいて，かなりの部分が居住だけではなく．通路  

として使われていることが解明され（季，伏見【1ト 奥  

平【2】．田口【3】【4】など）．このようなビルへの投資の正  

当性については理論的に検討する必要があると思われる．   

本論文ではこのような背景にともない，ビル内交通を  

考慮した投資効率係数を定め，通勤交通によるビルの形  

状及び高さ選択など興味投い談論を行なった．   

2 投資効率係数   

われわれは下底面楯がぶ，上底両横がα5（0≦α≦  

1），高さがJlであるようなビルに注目する．ただし，  

ェは地上から測った各階の高さ，V（ェ）はェにおける居  

住面碩，g（ご）はごにおける建築面禎，∫（ごトV（芳）は  

訂における通路面碑，Clはビルにおける単位体碑あた  

りの建築費用．cっはビル所在地における単位面碩あた  

りの土地費用と仮定する．また．毎＝C2／clとする．   

このとき，ビルへの投資効率係数を  
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となる．これは，ビルの居住部分の童心が低いほどビル  

の効率性が良いことを示している．   

最後に，季，伏見【1】による錐台型ビルにおける通勤  

に必要な通路面碑の導出をもとにゐを計算する．結局，  
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となることがわかる．   

3 数値計算   

鼠1，図2．図3はそれぞれ毎＝0．10，100に閲  
し，いろいろな高さにおけるきまぎまなビルへの投資効  

率分布を二次元平面図と三次元空間図により表したもの  

である・ただし，β＝鳥人／m3，C＝30人／m2とし  
てた1＝300とおく．   

この計算例から，点はた0が小さいほど高くなり，丘0  

が大きいほど低くなることがわかる．また。あるαに射  

し，んはある鳩朋まではだんだん高くなり，んどaXか  

らはだんだん低くなることがわかる．さらに，あるん1，  

ん2が存在し．ん≦ん1．ん≧ん2の場合，それぞれ良が  

一番高くなるのはα＝1，0のときである．そして，  

／11＜／l＜／12の場合，ゐが一番高くなるのはαが0か  

ら1の間のある値のときである．   

以上をまとめると，投資政策として値段の安い土地，  

適当な高さ，その高さに対応させる一定な形状を持つビ  

ル（ん≦ん1の場合は直方型，ム1＜ん＜ん2の場合は錐  

台型，ん≧ん2の場合は錐体型）を選ぶのが効率的であ  

ることを示している．  

4 ぁわりに   

本研究では，ビル内交通における高層ビルへの投資効  

率係数を定為し，また．簡単なモデルによる数億例を通  
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のヰうに定為する．この定義でたは単位投資費用あたり  

居住にどのぐらい使われているか，すなわち有効投資の  

割合，投資の効率性を反映しているものと考えられる．   

次は，た。ざが無視できる場合．通勤交通によるんを  

考える．ただし，人は居住部分に体綿密皮pで連続的に  

分布し，出勤時間rに各人が確率1で出軌こぁとき快  
適に移動できる人数は通路単位而碩あたりcと仮定する．  

また・ん1＝吉とする・   

このとき，居住面碩と通路而碩を定める碩分方程式  

V（丁）（lT（0≦エ≦ん）  C（∫（ェ）－V（ェ））＝β   

が成り立ち，ビルの効率性を量るパラメータたは  
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じ，通勤交通を考慮した箆台型高層ビルへの投資の効率  

性を分析した．   

実際のビルにおいて，出勤に⊥る交通だけではなく，  

ビルの住人同士間による内内交通（田口【3刷）など多  

種類の交通が発生しており．また，投資としてもいろい  

ろな要素が考えられる．そこで，多方面のビル内交通  

及び現実的なパラメータによる投資効率係款を考慮した  

高層ビルへの投資効率分析，実際問題への適用などが今  

後の課題として残されている．一方，んどaX及びん1，  

ん2に対する理論的解析にもまだ不明な点があり，今後  

の課題として残されている．   

参考文献  

【1】季 明軌伏見正則：錐台型ビルにおける通勤用通  

路面積．日本OR学会秋季大会アブストラクト集．  

1995．  

【21奥平諸道：都市工学読本，彰国社．19丁6・  

【3】田口 東：大規模超高層ビルにおける内内交通とエ  

レベータ通路．日本オペレーションズ・リサーチ学  

会論文誌，1994．9，PP．232－241．  

【4】田口 東：巨大なビルの内内交通に必要なエレベー  

タの面横，日本OR学会春季大会アブストラクト   

集，1993，PP．16－17．  

た  

■1  

■●  

■I  

■●  

■1  

■▲  

■●  

■●  

■I  

■■  

■l  

一
 
 
 
 
t
一
 
 
 
 
●
‘
 
 
 
 
1
 
＿
 
 
 
＿
 
 
 
＿
 
 
 
＿
 
 

＿
 
 
 
＿
 
 
 
＿
 
 

た0＝100   

図3   

－69 －  

© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.




